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年の蓄積を有しており､織田実践を参考にした田中の ｢何でも帳｣実践12)も有名である (田中:1997､大山 :
1998,2001､井下 :2001)｡織田は ｢大福帳｣の効果として､①授業出席促進効果または欠席防止効果､②積極的な
受講態度の形成効果､③教師と学生との信頼関係の形成効果､④授業内容の理解と学習の定着促進効果､⑤自己努



































JlIEl 時rl■己分 Zl暮 内 書 .1事暮 舌 の 故 浬 行JL 食用したワークシート/プリント -I;
第一回 (か授兼のすすめかたについてのオI)エンテ-シ∃ン ｢教室の倫理｣4月15日 (罫半期間のテーマをr(a)戟争と平和の倫理学｣とr(b)抵抗の倫理学｣から選ぶよう指示








第3回 ワークシート 13分 (彰rワークシート1｣の返却(10分)､暮かれた要望､半間､意見に対するフィー ドバック(10分) ワークシート2
(罫｢ワ-クシート1｣で扱った｢テロリズム｣に関する補足脱明く35分)
(罫rワークシート2｣の配布.前回の宿丑を参照しながらr間1過去から現在にかけて轍争ほどの
5月6日 フィー ドバック45分 ように変わってきたか.自分で考えたり､調べてきたことを妃してください｣の妃入(13分)
④｢戦争の変化｣についての宿ZEのふり返りとr載争の変化｣としてr武器の進化Jの脱明(21分)
⑤リフレクション.ワークシート妃入､回収(11分)










第6回5月27日 フィー ド′くツク90分 (9前週のG,D,&P.のふり返り ワークシート4(罫学習活動の意味づけ③少数意見の紹介



















第10回 チョー ク&トー ク90分 (彰授業者作成による実科rカントの永遠平和輸｣プリント(A4版去表)配布(3分) プリント資料rカントの永遠平和論｣
6月24日 (塾資料プIJントの空欄を考えさせながら､｢カントの永遠平和輸｣の解脱(87分)
























シンキング ･ワークシー ト > 詐義 (-チ ョーク& トーク)iLJ



















































































び (受講者は何をどのように学んだか)｣と ｢それによる経験の発展｣を ｢評価指標｣としてとらえ､｢能動的学習者｣
としての学生の自己形成を支援した実践であったといえよう (溝上 :2002,p.43)｡今回のコラボレーションは､今の
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